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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第91期

第１四半期連結
累計期間

第92期
第１四半期連結
累計期間

第91期

会計期間

自 平成29年
　 ４月１日
至 平成29年
  ６月30日

自 平成30年
　 ４月１日
至 平成30年
  ６月30日

自 平成29年
  ４月１日
至 平成30年
  ３月31日

売上高 （百万円） 56,551 64,469 237,910

経常利益 （百万円） 3,905 4,461 15,929

親会社株主に帰属する四半期

(当期)純利益
（百万円） 2,133 3,368 10,351

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,011 △924 13,668

純資産額 （百万円） 88,619 99,731 100,350

総資産額 （百万円） 235,269 242,760 247,778

１株当たり四半期(当期)純利益 （円） 68.40 107.92 331.69

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益
（円） 62.52 98.68 303.23

自己資本比率 （％） 30.83 34.14 33.52

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営

指標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

３．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて、重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社、以下

同じ）が判断したものであります。

 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間（2018年４月１日～６月30日）における連結売上高は、欧州での円安の影響、全地域

での売上増加により、64,469百万円（前年同期比14.0％増）と増収になりました。

収益面では、連結営業利益は、材料コストの上昇はあったものの、売上の増加や生産性向上により3,989百万円

（同8.6％増）となりました。次に、連結経常利益は為替の影響などにより、4,461百万円（同14.2％増）となり、

親会社株主に帰属する四半期純利益は3,368百万円（同57.9％増）となりました。

当第１四半期連結累計期間に、一昨年買収したHAYグループ各社の社名を「Musashi」を付した社名に変更しまし

た。これにより、統合の加速と欧州でのムサシブランドの浸透を図り、グループとしての価値向上に繋げてまいり

ます。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりです。

なお、当第１四半期連結会計期間より新たな地域区分によるオペレーションを開始しているため、報告セグメン

トの区分を変更しており、以下の前年同四半期比較については、前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に

組み替えた数値で比較しております。詳細は、「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメ

ント情報等）　セグメント情報」の「２．報告セグメントの変更等に関する事項」をご参照ください。

（日本）

売上高は7,666百万円（前年同期比14.8％増）と増収、コスト低減効果も加わり、セグメント利益は596百万円

（同33.0％増）となりました。

（米州）

受注の回復もあり売上高は13,679百万円（同9.2％増）と増収、セグメント利益はコスト削減効果などにより518

百万円（同222.0％増）となりました。

（アジア）

各社の増収により、売上高は16,321百万円（同7.3％増）、セグメント利益は1,611百万円（同0.8％増）となり

ました。

（中国）

各社の増収により、売上高は6,056百万円（同43.9％増）、セグメント利益は898百万円（同13.8％増）となりま

した。

（欧州）

原材料価格の上昇に伴った販売価格アップと円安の影響で売上高は20,745百万円（同15.7％増）と増収、原材料

価格のコストへの影響などにより、セグメント利益は347百万円（同41.8％減）となりました。

一方、財政状態は次のとおりです。

総資産は、前期末に比べて5,018百万円減少し、242,760百万円となりました。

流動資産は、前期末に比べて1,097百万円増加し、104,776百万円となりました。主な要因は、現金及び預金の増

加によるものです。

固定資産は、前期末に比べて6,116百万円減少し、137,983百万円となりました。主な要因は、減価償却による固

定資産の減少によるものです。

負債は、前期末に比べて4,399百万円減少し、143,028百万円となりました。主な要因は、借入金の減少によるも

のです。

非支配株主持分を含めた純資産は、前期末に比べて619百万円減少し、99,731百万円となりました。

 

(2) 経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。
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(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における当社グループの研究開発活動の金額は、837百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 70,000,000

計 70,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在発行数

（株）
（平成30年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年８月３日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 31,221,100 31,239,400

東京証券取引所

名古屋証券取引所

各市場第一部

単元株式数

100株

計 31,221,100 31,239,400 － －

(注) 平成30年８月１日付で金銭報酬債権（70百万円）を対価に譲渡制限付株式報酬としての新株式（18,300株）を発行

しております。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成30年４月１日～

平成30年６月30日
－ 31,221,100 － 3,006 － 2,746

(注) 平成30年８月１日を払込期日とする譲渡制限付株式報酬としての新株式発行により、発行済株式総数が18,300株、

資本金及び資本剰余金がそれぞれ35百万円増加しております。

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

EDINET提出書類

武蔵精密工業株式会社(E02237)

四半期報告書

 5/17



（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成30年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

平成30年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式        6,700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式   31,208,300 312,083 －

単元未満株式 普通株式        6,100 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 31,221,100 － －

総株主の議決権 － 312,083 －

 

②【自己株式等】

平成30年６月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

武蔵精密工業株式

会社

愛知県豊橋市植田町

字大膳39番地の５
6,700 － 6,700 0.02

計 － 6,700 － 6,700 0.02

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日から平

成30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

なお、新日本有限責任監査法人は平成30年７月１日付をもって、名称をEY新日本有限責任監査法人に変更しており

ます。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 26,106 28,390

受取手形及び売掛金 34,319 34,504

商品及び製品 10,117 9,723

仕掛品 5,513 6,064

原材料及び貯蔵品 19,860 19,179

その他 7,800 6,948

貸倒引当金 △39 △34

流動資産合計 103,678 104,776

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 42,945 42,503

減価償却累計額 △19,210 △19,369

減損損失累計額 △895 △751

建物及び構築物（純額） 22,839 22,381

機械装置及び運搬具 205,929 202,160

減価償却累計額 △140,146 △139,788

減損損失累計額 △1,130 △982

機械装置及び運搬具（純額） 64,652 61,390

工具、器具及び備品 11,366 11,287

減価償却累計額 △7,265 △7,332

減損損失累計額 △47 △40

工具、器具及び備品（純額） 4,053 3,914

土地 6,655 6,554

建設仮勘定 5,514 6,517

有形固定資産合計 103,716 100,759

無形固定資産   

のれん 9,086 8,625

顧客関連資産 14,123 13,324

ソフトウエア 1,648 1,549

ソフトウエア仮勘定 13 13

その他 3,133 2,719

無形固定資産合計 28,005 26,231

投資その他の資産   

投資有価証券 6,251 6,043

出資金 81 120

長期貸付金 61 66

繰延税金資産 2,504 2,326

その他 3,523 2,481

貸倒引当金 △43 △43

投資その他の資産合計 12,378 10,992

固定資産合計 144,099 137,983

資産合計 247,778 242,760
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 21,347 19,530

短期借入金 10,779 10,354

1年内返済予定の長期借入金 12,644 14,165

1年内償還予定の社債 10,006 10,004

未払金 3,310 2,507

未払費用 6,164 6,681

未払法人税等 1,317 1,443

賞与引当金 2,213 1,620

役員賞与引当金 52 11

製品補償引当金 35 35

その他 3,611 5,193

流動負債合計 71,484 71,548

固定負債   

長期借入金 63,362 59,747

繰延税金負債 6,541 5,541

退職給付に係る負債 4,641 4,555

その他 1,399 1,636

固定負債合計 75,944 71,480

負債合計 147,428 143,028

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,006 3,006

資本剰余金 1,985 1,985

利益剰余金 80,440 84,113

自己株式 △8 △8

株主資本合計 85,423 89,096

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2,706 2,334

為替換算調整勘定 △5,270 △8,758

退職給付に係る調整累計額 195 197

その他の包括利益累計額合計 △2,368 △6,227

非支配株主持分 17,294 16,861

純資産合計 100,350 99,731

負債純資産合計 247,778 242,760
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

売上高 56,551 64,469

売上原価 47,717 54,135

売上総利益 8,833 10,334

販売費及び一般管理費 5,158 6,344

営業利益 3,675 3,989

営業外収益   

受取利息 92 141

受取配当金 102 269

為替差益 148 241

助成金収入 97 2

その他 119 112

営業外収益合計 560 767

営業外費用   

支払利息 283 219

その他 46 76

営業外費用合計 329 295

経常利益 3,905 4,461

特別利益   

固定資産売却益 6 2

特別利益合計 6 2

特別損失   

固定資産売却損 19 13

固定資産除却損 47 8

減損損失 － 208

特別損失合計 66 229

税金等調整前四半期純利益 3,845 4,234

法人税等 1,525 679

四半期純利益 2,320 3,555

非支配株主に帰属する四半期純利益 186 186

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,133 3,368
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

四半期純利益 2,320 3,555

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △240 △371

繰延ヘッジ損益 8 －

為替換算調整勘定 △1,129 △4,109

退職給付に係る調整額 51 1

その他の包括利益合計 △1,309 △4,479

四半期包括利益 1,011 △924

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,129 △490

非支配株主に係る四半期包括利益 △118 △434
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

該当事項はありません。

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結子会社の事業年度等に関する事項の変更）

従来、決算日が12月31日である連結子会社ムサシドブラジル・リミターダ、ムサシダアマゾニア・リミター

ダ、武蔵精密汽車零部件（中山）有限公司、武蔵精密汽車零部件（南通）有限公司、武蔵精密企業投資（中山）

有限公司及びムサシオートパーツメキシコ・エス・エー・デ・シー・ブイは、同日現在の財務諸表を使用し、連

結決算日までの期間に発生した重要な取引については、連結上必要な調整を行っていましたが、より適時適切な

情報に基づき、財務情報としての有用性を高めるため、当第１四半期連結会計期間より連結決算日に仮決算を実

施して連結する方法へ変更しております。

また、決算日が12月31日である連結子会社であるムサシオートパーツカンパニー・リミテッドについても、よ

り適時適切な情報に基づき、財務情報としての有用性を高めるため、当第１四半期連結会計期間より決算日を12

月31日から３月31日へ変更しております。

これに伴い、当該連結子会社の平成30年１月１日から平成30年３月31日までの損益については、それぞれ利益

剰余金の増減として調整しております。

 

（会計方針の変更）

米国を除く在外連結子会社において、当第１四半期連結会計期間よりIFRS第15号（顧客との契約から生じる収

益）を適用しております。当該会計基準の適用が連結財務諸表に及ぼす影響は軽微であります。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

当社及び国内連結子会社は、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理

的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期

連結会計期間から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の

区分に表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

偶発債務

当社グループは、過去の一部の取引において競争法違反の疑いがあるとして海外の当局による調査を受けてお

り、当社グループは、調査に全面的に協力しております。その四半期連結財務諸表に与える影響を合理的に見積

もることは困難であります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれん償却額は、次の

とおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日）

減価償却費 4,680百万円 4,411百万円

のれん償却額 149 164
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（株主資本等関係）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月23日

定時株主総会
普通株式 811 26 平成29年３月31日 平成29年６月26日 利益剰余金

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月22日

定時株主総会
普通株式 1,217 39 平成30年３月31日 平成30年６月25日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 日本 米州 アジア 中国 欧州 合計
調整額

(注）１

四半期連結損

益計算書計上

額（注）２

売上高         

外部顧客への売上高 6,677 12,526 15,209 4,209 17,929 56,551 － 56,551

セグメント間の内部売

上高又は振替高
4,945 72 422 719 75 6,235 △6,235 －

計 11,623 12,598 15,631 4,928 18,005 62,786 △6,235 56,551

セグメント利益 448 160 1,598 789 596 3,594 80 3,675

（注）１．セグメント利益の調整額80百万円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 日本 米州 アジア 中国 欧州 合計
調整額

(注）１

四半期連結損

益計算書計上

額（注）２

売上高         

外部顧客への売上高 7,666 13,679 16,321 6,056 20,745 64,469 － 64,469

セグメント間の内部売

上高又は振替高
5,378 36 414 1,308 158 7,296 △7,296 －

計 13,045 13,715 16,736 7,364 20,904 71,765 △7,296 64,469

セグメント利益 596 518 1,611 898 347 3,971 18 3,989

（注）１．セグメント利益の調整額18百万円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

当第１四半期連結会計期間より、地域区分の見直しを行い、各地域でオペレーション機能を担う体制に

変更しております。それに伴い、報告セグメントを従来の「日本」、「北米」、「欧州」、「アジア」及

び「南米」の５区分から、「日本」、「米州」、「アジア」、「中国」及び「欧州」の５区分に変更して

おります。

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成し

たものを開示しております。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「欧州」セグメントにおいて、固定資産の減損損失を計上しております。当該減損損失の計上額は、

当第１四半期連結累計期間において、208百万円であります。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下

のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日）

（１）１株当たり四半期純利益 68円40銭 107円92銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 2,133 3,368

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

（百万円）
2,133 3,368

普通株式の期中平均株式数（株） 31,194,197 31,213,796

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 62円52銭 98円68銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額    

（百万円）
△1 △1

（うち社債利息（税額相当額控除後）（百万円）） (△1) (△1)

普通株式増加数（株） 2,906,131 2,906,131

（うち転換社債型新株予約権付社債（株）） (2,906,131) (2,906,131)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前

連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年８月３日

武蔵精密工業株式会社

取締役会 御中

 

EY新日本有限責任監査法人
 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 日置 重樹   印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 関口 俊克   印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている武蔵精密工業株

式会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日から

平成30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、武蔵精密工業株式会社及び連結子会社の平成30年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管

しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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